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( 巧を上のごま意 J 


♦ご使南前に、この「ま全上のごミま意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 

♦ここに示したを意事項は、ミシンを安全に正しくお使いいただき.あなたや他の人々へのを害や損害を未然に巧止するためのちの 
でず。いずれも巧全に関する重要な巧容ですので、么ダ巧ってください。 

♦お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見られるところにな管してください。 

♦このミシンは、日本国巧ち)け家庭頂です 。 For use in japan only . 


危害-損害の程度を表わす表示 


この表示の欄は「巧 t ： または塞傷な 
どを負う可能性が想定される J 内容 

•口 です。 


> ^この表示の欄は r 傷害を負ラ巧龍性 

および物的損害が発をする巧能性が 
想定される」巧容でず。 




本文中の図記号の意巧 ____ 


么記号は、気を巧けていただきたい「を意」の内容です。 

图の中には具体のなを意内容をま示していまず。（を図の場合は一般的なま意) 


( S ) 記号は、巧ってはいけない「禁止」の巧容でず。 

図のやには具体的な禁止内容を表示しています。（を図の場合は分解禁止）_ 


参記ちは、必ず実巧していただく「強制」の巧容でず。 

图の中には眞体的な指示内容をま示しています。（左図の場合は一般的な強制） 


〇 


A 警告 感電 ■ 义がの恐れがありまず。 


W 下のよう 
巧いてく/: 

^'^6^ . tr 、、,、 ノパ 


—般家庭巧、巧流電源100 V でご使用<ださい。 


W 下のような時は>電源スイッチを切り 里 源プラグを引き 
巧いてください。 

• ミシンのそばを雜れるとき 祝^;— 


必ず実巧 


、ザ、づーパ ^ンン U ノ •し、む，。巧 tt 。 しか 一 G 

I 持つ苗：設;：5語连耗 たとき 




AS 胃感電•义が.けがの原因となります。 


/お客樣自身での分解はしないで<ださい。, 
か解禁止 ^ 


P 雙 


ミシン操作货は、面あなどのカパー類を閉じてください。 


必ず実巧 


^ ミシンの換作中は、針から目を離さないよク 

にし、針.はずみ車‘天びんなどずベての動澄51 j 


にし、封 •. はずみ車‘天びんなどずベての動 
接触禁止.いてし)る部分に手をおづけないでください。 


べ^緒製中に巧を無理に引っ張ったり、巧したりしないでく 
ださい。がが曲がり、が巧れの原因になります。 


〇 お子樣がご使用じなるときや、おミ構のお 轉 
くでご使用される時は、锁こ安をにな意し^ ^ 
をずま巧てください。 が^^ 



曲がった舒はご使用じならないでください< 



巧厲の電源コードは、このミシン W タトの霉気製品には使 
用しないで<ださい0 

このミシンを使用するときは、が属の専巧電源コ—ドを 
巧巧してください0 


じ(下のことをするときには，電源スイ、ソチを切つてくた’ 

C さい。 

.舒■針お-押さえ-アタッチメントをを換ずるとき 
必ずプラグ • 上糸-下糸をセットするとき 
を持つて巧.ランプを交換ずるとき（ランプがおえてか6巧つてく 
く ださい。） 

-ミシンのお手入れを巧うとき 


霉源コードの上に、物をのせないでください< 


ミシンじじ TF の異常があるときは、速やかに使用を巧止 
し，お買い上げのお売店じて点お • 修理’讚整をおをけ 

C < ださい。 

-正常に作動しないとき 
おず プラグ， 水に濡れたとき 

〇 針及び押さえは > 確実に固をしてください。ス、押さえは、わてな. J 質どじより2把廣き 

ホトホのホー巧巧くド; if い • •異巧な養い.曰かするとき 

必ず実巧針が押^え；あたり、けがの i 因じなりまず。 .離〕-ド.プラグ類が破損、劣化したとき 


《仕樣及びか観は巧良のためそ告なく変更ずることがありますのでご了承くたさい。 
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◊ご使用の前に 


①ほこりや油などで、めう布をミちさないようじ、使う前に乾いたやねらかい 
布でよくおいてください。 

③シンナ ー■ ベンジン-ミガキ粉は絶対に使巧しないでください。 



◊いつまでちご愛用いただ<ためじ 


①長時間日光に当てないでください。 

③湿気や{まこりの多いところはさけてください。 

③落としたり、ぶつけるなど衝擊をちえないでください。 



◊修理-調整についてのご案内 

巧一不謂になったり、故障を生じたときは、「ミシンの調子が悪いときの直し方」 
(33 ぺージ）により点お‘調整を巧ってください。 






参を部のなまえ 


糸謂ぞダイヤル 


※糸こま押さえ（大）は，標準付属品に入っていまず。 
(4 ぺージをごらんください。） 


糸を巧体’ 


天びん. 


糸こま押さえ（大) 


糸巻き糸案内 


糸立て棒 


送 U ダイヤル 


模樣ま巧窓 


糸切り. 


糸通し 


止めねじ 


、封■止めねじ 
’封•棒糸掛け 


押さえ 

CAS 本#が）誦テ I - ブル 
(ル物入れ） 


押さ元ホルダー 


角ネ反開放ポタン 


\フ ピード 

コント□ールつまみ 

‘あしめいレバー 


~糸お內お 



スクート■ストツプボタン 


ド□ップつまみ 


糸巻き軸 


手さげ八ンドル 


ポビン押さえ 


はずみを. 


模様選択ダイヤル. 


送り謂節ねじ 


押さえ上げ 


.ポタンホール旧 H ) 
切り替えレバー 


通風 □ 


霉源スイツチ 


フリーアーム 


電源プラグ 
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【補助テーブルのかし方 • がけ方】 

補助テーブルの下側に手をかけ、横に引いて外し 
ます。 

巧りがけるときは、フリーアームにそわせ、实起 
(とっき）を巧に入れ、取り巧けまず。 


【フリーアームの使い方】 

補助テーブルを外ずと、 フリーアーム じなりま 
す。 

そで□やすそなどのめい、およびふくろ物の□端 
の始末に利巧します。 



•補助テーブルの使い方 



I 標準付属品と収納場所 


ミシンブラシ 


ねじまわし 


糸こま押さえ（ル） 糸こま押さえ（大) 






•操作方法 

◎電源のつなぎ方 



①霉源スイッチを「切 J じして、毒源プラグを引 
き化し、コンセントに差し込みます。 

③電源スイ、ソチを「入」にします。 

※電源コードは、ホ巧じ(上は引き化さないでくだ 
さい。 

A 菩告 _ 

•霉源は、一般家庭用交流電源 1CtOV でご使用くだ 
さい。 

•ミシンを使わないときは、電源プラグをコンセン 
卜か6巧いておいてくだぎし、。 

感電.义がの原因になります。 


◎スタート•ストップポタン 

ポタンを押すと、ゆっくり動き始めてから、ス 
ピードコントロールつまみでセットした速さにな 
y まず。 

もう一度押ずと、針が上の位置で止まりまず。 

※スタートおよびストップのとき、ポタンを押し 
続けているあいだ（手をはなすまで）は、低速 
で動きます。 



◎スピードコントロールつまみ 

めう速さはスピードコント□ールつまみで自由に 
調節できます。 

お巧みの速さにセツトしてください。 
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◎返しめい レバー 



◎ド日ップつまみ 



◎模様選がダイヤル 



【運転中の返しめい】 

めっている途中で返しめいレバーを押すと、押し 
ているあいだは低速で返しめいをし，手をはなす 
と止まります。 

【停止中の返しめい】 

停止中に返しめいレバーを押すと、巧しているあ 
いだはほ速で返しめいをし、ををはなすと止まり 
ます。 


押さえ上げで、押さえのあげさげをしまず。 
押さえ上げを普通にあげた位置よりさらに高くあ 
げると、押さえはさらにあがります。 

補助リフトとしてお使いください。 

①さげた位置 …めうときには、さげてお 

きます。 

③普通にあげた位置…巧の巧り化しや、押さえの 
交換のときにあげます。 

③さらにあげた位置…補助リフトで、厚い布等げ 
入れやす<なリます。 

ドロップつまみで、送り歯をさげることができま 
す。 

アタッチメント等を利巧するときなどに使し、ま 
ず.。 

※使用後は、送り歯をあげる位置にもどしておい 
てください。（送り歯はミシンが動くと自動的 
にあがりまず。） 


模様を選ぶときは、針をあげたが態で、模樣選択 
ダイヤルをまわして模様表示窓に表示させます。 

※針が布じささったままで模様選択ダイヤルをま 
わすと、針が曲がったり、おれたりする原困に 
なります。 















◎送り.ダイヤル 

めい目のあらさをかえるときは、送りダイヤルを 
まわして目盛りをホ旨示線に合わせまず。 

数値を大きくすると、めい目のあらさがあ5 くな 
ります。 

9101213 

※をょぅ 111 iii のときは、曰盛りを「4」に 
セツトしてください。 

ボタンホールのときは、目盛り「 1. … J 」の 
範囲に合わせてくだきい。 

その他の模様は、巧遠に合わせてセツトしてく 
ださい。 


◎糸謂ぞダイヤル 

糸や布の種類によって糸調子のバラ 
ンスがとれないときは、糸調すダイ 
ヤルをまわして調節します。 

【バランスのとれた糸調子】 
•直線めいのときは、上糸と下糸が 
布のほぼ中央でまじわりまず。 

• ジグザグめいのときは、巧の裏側 
に上糸がみし出るくらいになりま 
ず。 

X 糸調子が正しく調節されていない 
と、めい目がきたなくなったり、 
布にしわがよつたり、糸が切れた 
りしまず。 


【上糸が強ずぎるとき】 

下糸が布の表に化ます。 

…糸調子ダイヤルをまわして、かさ 
な目盛りを指示線に合わせまず。 

【上糸が弱ずぎるとき】.. 

上糸が巧の裏に出ます。 

…糸誕子ダイヤルをまわして、大き 
な目盛りを指示線に合わせまず。 









•めう前の準備 

◎押さえの交換 



【押さえホルダーの着脱方法】 



止めねじ 


押さえ•押さえホルダーの交換は、をず霉源. 


けげの原因になりまず。 


【押さえのかし方】. 

押さえ上げをあげて、押さえホルダーのレバーを 
押して、外します。 

※レバーは、真上から押さないでください。 

[押さえの取り付け方】 

.押さえのピンを押さえホルダーのみぞに合わせ 
て、押さえ上げを静かにおろします。 




• 取り外ず場合は、押さえ上げをあげ、止 
めねじを左にまわしてかします。 


• 取り付ける場合は、止めねじをちにまね 
して、押さえ棒にしっかりと敢リ付けま 
す。 






ま意 



、覃源プラグを巧いてから巧ってください。 








◎布に適した糸と針の目安 


f 布 

糸 

針 ^ 

うすい布 

□- ン 

ジョーゼット 
トリコット 
ウール • 化繊布 

絹糸8 0番〜10日番 
締糸8〇番〜1日〇番 
化繊糸8〇審〜1日日番 

9番〜11番 

普通の布 

普通木綿 • 化繊巧 
薄手ジャージー 
—般ゥール 

絹糸日日番 
綿糸6日審〜8 0番 
化繊糸5 0番〜8 0番 

1 ) 番〜14番 

辦糸目〇蕃 

14番 

厚い布 

V 

デニム 
ジャージー 
コート地 
キルティング 

絹糸5日番 
綿糸4日番〜目〇番 
化繊糸4 0番〜5 0番 

14番〜1.目番 

絹糸3日番 
綿糸3 0番 

16番 

' J 


※一般に、うすい祝こは細い糸と細い針を、厚い布には太い糸と太いがを使用します。 
この表を目巧に、封■と糸を選び、試しめいをして確かめてください。 


※原則として、上糸とて糸は同じものを使巧してください。 

※伸縮性のある布（ジャージー、トリコット）サ目とびしやすい布地などには、ジャノメブルー 
針を使用ずると劾果があります。（市販 S P 舒も同様の劾果があります。） 


【封■のかし方】 

針をあげ、押さえ上げをさげたが態で、針止めね 
じを手前に1〜2回まわしてゆるめ、針をかしま 
す。 

【針の取りがけ方】 

針の平らな面を向こう側に向けて、ピンにあたる 
まで善し込み、針止めねじをかたくしめまず。 


广 【封のしらべプ 

す】牢な电の 針の平らな面を平らなちの （ IH 反など）に置いたと^ 

/ 《ご " L き、すきまが針先まで平巧に見えるのが良い針です。 

すさま^ 

V _ 

.ンん/ぃ^/ ノ針先が曲がったり、つぶれている电のは使わないよ 
封•の平らな面/ ラじしてくだぎい。 J 

A ま意 

針の巧換は、必ず霉源スイッチを切り、電源プラグをおいてから行って<ださい。 

けがの原因じなります。 


◎針の交換 



Q 














◎下糸の準備 
女ボビンの取り出し 



★糸こまの取り付け 



①ち板開放ボタンをちにずらして，角板をかしま 
す。 

③ボビンを取りおします。 


糸なて棒を輕くおこし、糸の端が糸こまの下から 
手前に出るようにして糸こまを入れ、糸こま押さ 
えで糸こまを巧さえます。 

※ルさい糸こまは、糸こま巧さえ（ル）を使用し 
てください。 


in 






★ボビンに糸を巻く 

※スピードコント□—ルつまみは「はや 
し \ J の位置にしてください。 


①糸こま側の糸を輕く押さえ、糸巻き糸窠 
内に糸をかけまず。 


③ポビンの巧に内側から糸を通し、糸巻き 
軸に差し込みます。 


③ボビンをボビン押さえの方に押しがけ、 
糸の端をつまんだままミシンをスタート 
させて巻き始めます。 

糸がボビンに3重くらい巻きついたらミ 
シンを止めて、巧のきわでつまんでいる 
糸を切ります。 


④再びスタートして巻き終わると，ボビン 
の回転が止まります。 

ミシンを止めたあと、糸巻き軸をもど 
し、ポピンを糸卷き軸からかし、糸を切 
ります。 

※糸巻き軸は、必ずミシンを止めてから移 
動してください。 
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★ポビンのセット 



①糸の端を矢印方向に化して、ボピンを内がまに 
入れます。 


③糸の端を引きなが6、手前のみぞじかけ、その 
まま左へまわして、左側のみぞのところに出し 
ます。 


⑤糸を左側のみぞにかけて、向ころ側に出しま 
す。 


④下糸は 10 cm くらい引き出して、角板を左側か 
ら合わせて付けます。 





◎上糸の準備 







★糸通しの使い方 


※針は、11番〜16番および、ジヤノメブルー針が使えまず。 
糸は、50惡〜の〇番が使えます。 

(針または糸の太さによっては、使えない場合がありまず。） 



①押さえ上げをさげ、針をあげたが態で、糸通し 
つまみを止まるまでいっぱいにさげます。 
フックぜ針巧に入ります。 ‘ 


③糸を左側からガイドとフックにかけます。 


③糸の端を驛く持ったまま、糸通しつまみを静か 
にもどずと、糸の輪が引きあげられます。 


④糸の輪を糸通しからタトし、針穴から端を引き化 
します。 


M 




①押さえ上げをあげ、上糸の端を指で押さえてお 
ぎます。 


③はずみ車を手前に1回転させ、針をあげまず。 
上糸を整く引<と、下糸の輪が引き化されま 
す。 


⑤上糸.下糸を押さ文のてにして、うしろへそろ 
えて約. 10 cm ほど引きおしておきます。 






押さえ 


IR 


A 基本押さえ 


糸調子ダイヤル 


I 

2〜6 


送りダイヤル 


1.5 〜 4' . 




※模様「1」は、端めいなどに使用しまず 
女ぬい始め 




糸と布を左手で押さえ、はずみ車を手前にまねし 
て、めい始めの位置に針をさします。 

押さえ上げをさげて、めい始めます。 

※めい始めのほつれ止めは、返しめいレバーを押 
しながら数針返しめいをします。 


めい方向をかえるときは、ミシンを止め'、針を布 
じさしてから押さえ上げをあげます。 

針を巧にさしたまま、めい方向をかえます。 
押さえ上げをきげて、再びめい始めまず。‘ 


めい終わりは、返しめいレバーを押しながら数針 
返しめいをしまず。 

押さえ上げをあげて巧を向こう側に静かに引き化 
し、布を手前に返サようにして糸切りで糸を切 U 
ます。 


♦いろいろな実用めい 
◎直綜めい 




1 _ Q_ 

ま 

む 

ま 

2 - Q- 


16 








ij^^B 


※送りダイ中ルの吕盛りは、「4」じセットしてください。 


イ申縮性のある強いめい目なので、補強めいに便利 
です。 

※布が前後ずるので、めい目が曲がらないように 
ミま意してめってください。 


押さ元 


◎兰重めい 



布端を角おおよび針板の左ちにあるガイドライン 
に合わせてめうと、布端から正礎な位置にめうこ 
とができます。 

※ガイドラインの数字は、針巧中央からガイドラ 
.インまでの距離を「ミリメートル」または r イ 
ンチ」で示しています。 



糸謂ぞダイヤル 


をりダイヤル 




1ワ 




















◎伸縮めい 


m 

12 

!> 吵 


押さる 

[3R 

A 基本押さえ 


糸讚テダイヤル 送りダイヤル 



※送りダイヤルの目盛りは、「4」にセットしてください。 



巧が伸びてわ、糸が切れに < い伸縮性のあるめい 
目です。 

また、直線状なのでめいしろを割ることができ、 
ニット、トリコットなどのめい合わせに便利で 
ず。 


◎ジグザグめいたち目かザり 
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◎トリコ、ソトめいたち目かがり 



ほつれやずい布や伸縮性のある布のほつれ止め、 
布端の反 y 防止などに利用しまず。 

めいしろをみしを分にとってめい、余分なところ 
をめい目の近<で切り落とします。 


◎かがりめい 



※送りダイヤルの目盛りは、「4」にセットしてください。 


地めいをかねた，たち目かがりに利巧します。 

巧端をたち目かがり押さえのガイドにあててめし、 
まず。 
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◎才ートボタンホール 



※ボタンホールの長さは、使用するボタンをセツトずるだけでき動的に巧まります。 
※ボタンの直径が 2.5 cm の大きさまでできます。. 

※必ず試しめいをして、正しくみえることを確認してください。 

※伸縮性のある布(こは、裏に巧びにくしぶ地をはつてください。 



①針をあげた状態で、才ートマチックボタンホー 
ル押さえを取り付けます。 


②ポタン受け台を （ A ) 方向に引き、ボタンをの 
■せて、 （ B ) の方向にもどしてはさみます。 

※使巧するボタンが極厚の場合は、試しめいをし 
て確かめてください。 

ポタン受け台とボタンのずきまをあけて位置巧 
めずると、その分大きなポタンホールができま 
す。 


③ポタンホール切り替えレバーを止まるまでいつ 
ぱいに引きさげまず。 


ク n 




④押さえ上げをあげて上糸を押さえの巧から下に 
通し、横に引き出して下糸とそろえまず。 

ホを入れ、めい始めの位置に針をさして、押さ 
え上げをさげまず。 

※めい始めに、押さえスライダーとパネ保持のあ 
いだにずきまがないことを磕認してくだぎし、。 
すきまがあると左ちのめい位置がずれること 
があ U まず。 


⑥ミシンをスタートさせると、自動的に左ちのボ 
タン ホールを めっていきます。 

ボタンホールのめい始めの位置までもどったら 
スタート•ストップボタンを押して、ミシンを 
止めます。 


⑥押さえ上げをあげて布を引き化し、上糸•下糸 
を 10 cm くらい残して切ります。 

て糸を引いて上糸を布の裏に引き化し、上糸と 
下糸を結びます。 

⑩かんめきの内側にまち針をさし渡しで、目ほど 
きでかがった糸を切らないように切りひらきま 
す。 


?1 





【引き続きボタンホールめいをする場合】 

—度、模様選がダイヤルをまわして他の模様を選 

び、再び n 模様を選びまず。 

この操作じよリ、引き統きボタンホ—ルをめろこ 
とができます。 



【ボタンホールめいが終わったとき】 

ボタンホールめいが終わったら、ボタンホ-ル切 
リ營えレバーを、止まるまでいっぱいに押しあげ 
て、ちどしておさまず。 



【めい目あらさの調節】 

ボタンホールのめい目あらさは、送りダイヤルの 
目盛リ 「 di 」 の範强で調節します。 


クク 






◎お入リオートボタンホール 



※な糸を入れてめうと、ホまなボタンホールができます。 
(な糸にはレース糸や太い糸などを使巧します。） 



①押さえのうしろ側のつのにかけたな糸を、押さ 
えの下を通して、前側の切り込みにはさみま 
す。 


③めい始めの位置に針をさして押さえ上げをさ 
げ、めいます。 

※めい方は才ートボタンホールぬいの手順と同じ 
です。 


③な糸を引いてたるみをなくし、余みなあ糸を切 
U ます。 
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◎ファスナーがけ 


押さ无 


糸調すダイヤル 


をりダイヤル 









★フアスナー押さえの取り巧け方 

フアスナーの左側をめクときは、押さえホルダー 
のみぞにピンを合わせてち側にセツトしまず。 

ち側をめうときは、左側にセットしまず。 


★準備（例：左脇あきのめい方） 

①フアスナーのあき寸法を確かめます。 

あき寸法はフアスナー寸法に 1 cm プラスした 
-寸法です。 


③仮みいのしつけと地めいをします。 

巧を中表に合わせて、あき止まりまで地めいを 
しまず。 

あき部分は、しつけをしまず。 

※しつけはほどきやすいように、送りダイヤルの 
目盛りを「4」 （0.4 cm ) 、糸調子ダイヤルの目盛 
りを「1」くらいにしてめいます。 


ク/! 










★めい方 

①めいしろを割り、下の布のめいしろを 0.3 cm 化 
して、アイ□ンそ•巧り目をつけ、折 U 山をむし 
のきねじあてます。 

③押さえホルダーをファスナー押さえのち側に 
セットして、むしのきわに押さえの端をあて 
て、あき止まりからめいまず。 


③ フアスナー の端から 5 cm ほど手前でミシンを 
止め、針を布じきします。 

押さえ上げをあげてスライダーを押さえの向 
ころ側にずらし、押さえ上げをさげて残りの部 
分をめいます。 

④ フアスナー をとじ、スライ ダー を上にたおし、 
上の布を フアスナーの 上にかぶせまず。 
かぶせた布と台布をしつけで止めまず。 


⑥押さえホルダーをファスナ-押さえの左側に付 
けかえ、上の布のあき止まりを （0.7 〜 1 cm ) 返 
しめいしまず。 

布の向きをかえ、むしのきわに巧さえの端をあ 
ててめいまず。 

ファスナー の上側を5 cm ほど残したところで 
止め、はずみ車をまわして封■をさげ、針を巧に 
さしたままで押さえ上げをあげて、★準備③ 
でめったしつけ糸をほどきます。 

⑥スライダーを押さえの向こう側じダらし、押き 
え上げをさげて残りの部分をめいます。 

めい終わったら手順④でめったしつけ糸をほど 
ぎます。 



ク S 




◎くけめい（まつりめい) 




①布の裏を上にして、図のように、布端を〇.4〜 
0.7 cm ほど出して折り込みます。 


③針がをじきたとき、わずかにま斤り山をさずよう 
に布を置いて、押さえ上げをさげます。 


③ガイドねじをまわして、ガイドを折り山に合ね 
せ、 it が巧り山からかれないようにめいます。 


④めい終わったら布を表にあしまず。 

※を側におりるががおり山に必要 W 上にかかりず 
ぎると、表に化るめい目が大きくなり、きれい 
に仕上がりませんのでを意して<ださい。 


ク A 






◎アップリヶ _ 

巧が 巧さえ 糸調子ダイヤル をりダイヤル 



※アップリケ布は糊づけするか、しつけで止めておきまず。 
また、両面接着なを使うと便利でず。 



アップリケ布が、針の左にくるようにして、ふち 
をめいまず。 

※力ーブのところや方向転換をするところではち 
シンを止め、はずみ車を手前にまわしてがを布 
にさしたが^態で、押さえ上げをあげて方向をか 
えるときれいに化上がります。 



※糸調子は試しめいをして、シェルタックの山がきれいに出るように調整しまず。 



①布をバイアスじ、2つがりじしまず。 


③針がちにきたとき、布のま斤り山の外側ぎりぎり 
をめっていきます。 

※めい終わったあと、布を開き、アイロンで山を 
片側にたおしまず。 
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◎パッチワーク 



※模様^は、 送りダイヤルの目盛りを「4」【こセツトしてください。 






◎ファゴティング 



押さえ 

KK または 信化 

A 基本巧さ元 F サテン押さえ 


糸調子ダイヤル 



I 


3〜6 


※送りダイヤルの目盛りは、「4」じセットしてください。 




布端とホ端の聞かくを 0.3 〜 0.4 cm あけて、下に 
あて紙をおきます。 

布の表か6、闇かくの中央をやふにしてめいま 
す。 

最後にあて紙を取ります。 


◎スモ、ソキング 


m 

10 


押さ元 


糸調子ダイヤル 




A 基本巧ぎ元 


2〜6 


をりダイヤル 



①糸調子ダイヤルの目盛り「1」〜巧」、送リダ 
イヤルの目盛り「3」〜「4」の直線めいを 、 lGm 
間かくで数本めい、上糸と下糸を布の片側で結 
びます。 

結んだ糸の反対側から下糸をミ I いてひだをよ 
せ、上糸と下糸を結びまず。 


③直線めいと直線めいのあいだに模様めいをしま 
す。 

直線めいの糸を抜き取 U まず。 


ク Q 















◎スーパー模様めい 


※ス—パ—模様は、送 y ダイ中ルの目盛りを「4」じセットしてください。 


布が前後するので’:めい目が曲がらないようにを 
意してめいます。 

模様のおが整わないときは、送り調節ねじで調節 
します。 



【スーパー模様の形の整え方】 



送 y 謂節ねじ / \ 

/ 指示撼 

標準指示マーク’ 


( A ) 正しいお 旧) 



巧の種類‘枚数*ぬいの速さなどによ.っては、 
模様のおが<ダれる場合があります。 
実際にめうときと同じを件で試しめいをしな 
がら、送り調節ねじで、つぎのように調節して 
<ださい。 

•図 （ A ) のように模様がつまってしぶとき 
は、送り調節ねじを「卡」方向にまねします。 

.図旧）のように模様が神びているときは、 
送り調節ねじを「一」方向にまねします。 

※標準指示マークと指示線が一致する位置が、 
模様を正し < めえる目安のイ置です。 







•ミシンのお手入れ 


◎かまと送り歯の掃除 



①針と押さえを外します。 

2力巧の止めねじをかし、フックを外して、針 
板を巧り外します。 


③ポ e ンを取り化し、内がまの手前を上に引きな 
がらう卜します。 


③內がまは、ブラシで掃除し、布切れで整くふき 
ます。 

送り祗のごみは、ブラシで手前に落とします。 
タトがまのまわりと中のごみを取り除き、中央部 
を布切れで驛くふきます。 

※ブラシで掃除しに<い乾いた糸くずやほこり 
は、電気掃除機などで吸い取ってください。 


④掃陈が終わったら、内がまの凸部を回嚴止めの 
左側に合わせて、内がまを差し込みます。 


⑥ボビンを入れます。 

フックを合わせて針板を取り付け、止めねじで 
固定しまず。 

※お手入れが終わったら、針と押さえを取りがけ 
ておいてください。 

A を意 — 

• お手入れのときは、必ず電源スイ、ジチを切り、コ 
ンセントから電源プラグを抜いてください。 
•説明されている場所 1 U かは、分解しないでくだ 
さい。 

感電.义お-けがの原因じなります。 
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◎ランプの取りかえ方 



①面板のうしろ側にある止めねじを、左にまねし 
てタトします。 

面板を取り外しまず。 


③ランプを左にまわして外します。. 


※ランプ.面板の取り付けは、①〜③の逆の手順 
で巧って < ださい。 

A を意 _ 

ランプを巧換ずるときは、 

• 必ず霉おスイッチを切り、コンセントから電源 
プラグを抜いてください。 

•また，ランプが冷えてか6巧ってください。 

感睾.やけどの原因になります。 
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•ミシンの調子が悪いときの直し方 


調子が悪い場合 

その原因 

直し方 

上糸が切れる。 

1. 上糸のかけ方がまちがっていたり，糸が'么要 W かのところじからみつ 
いている0 

2. 上糸調子が強ずぎる。 

3. 針が曲がっていたり、針先がつぷれている。 

4. 舒のがけ方がまちがっている。 

目.めい始めに、上糸’下糸を押さえの下にそろえて引いていない0 
目.めい終わったとき，布をま前に引いている。 

7. 針•にくらべて糸が太ずぎるか、細ずぎる0 

13ぺージ参照 

7ぺージ参照 

9ページ参照 

9ページ參照 
16ページ参照 
16ぺージ参照 

9ぺージ参照 

下糸が切れる。 

し下糸の通し方が、まちがっている。 

2. 巧がまの中に、ごみがたまっている0 

3. ボピンにきずがあり、回おがなめらかでない。 

)2 ぺージ参照 
31ぺージ参照 
ポビンを交換ずる 

封■ががれる。 

しがの付け方がまちがっているか、針が曲がっている。 

2. 封■止めねじのしめがけが、ゆるんでいる。 

3. めい終わったとき、布をま前に引いている。 

4. 巧にくらべて針が細すぎる。 

9ぺージ参照 

9ページ参照 
16ぺージ参照 

9ぺージ参贈 

めい目がとぶ0 

1. がの巧け方がまちがっているか，針が曲がっている。 

2. 布に対して、針と糸が合っていない。 

3. 禅縮性のある布や目とびのしやずい巧地などのとき、ジャノメブルー 
針（市販 SP か）を使っていない。 

4. 上糸のかけ方がまちがっている。 

日..品質の悪いかを使巧している。 

9ぺージ参照 

9ぺージ参照 

9ぺージ參晚 

13ぺージ参照 
針を交換ずる 

めい吕がしねにな 
る0 

1. 上糸謂子が合っていない。 

2. 上糸-下糸のかけ方がまろがっていたり，糸が必蚕 W かの部分にから 
み〇いている0 

3. 布にく 6ベて針が太すぎる。 

4. 布にくらべてめい目があらすぎる。 

7ぺージ參照 
12 -13ぺージ参照 

q ぺージ剝邑 
めい目を細かくする 


* おにろずい布をめうときは、下側に紙をあててめってください。 

.... 


お送りがうまく 
いがない0 

し送り歯に糸くダがたまっている。 

2. めい目が細かすぎる。 

3. 送リ歯があがっていない。 

31ぺージ参照 
めい目をあらくする 

6ぺージ参貝另 

めい目に輪がで 
さる。 

し上ホ讚子が器ずぎる。 ’ 

2. 糸にくらべて針が太ずぎるか、細かずぎる。 

7ぺージ参照 

9ぺージ参照 

ミシンがまねら 
ない0 

1 . コンセントに、プラグポきちんと差し込まれていない。 

2 .かまに、糸やごみがたまっている。 

3. 糸巻き辄が、下糸を巻いたあと、もとにもどっていない。 

■ 馀巻きが渡になっている） 

5ベージ舊照 
31ぺージ参照 
11ぺージ参照 

ボタンホールが 
ラまくいかない。 

1. 巧に対して、めい目のあ6ぎが合っていない。 

2. 俾縮性のある布のとき、巧びじくいな地を使っていない。 

22ぺージ参照 
20ぺージ参照 

音が高い。 

V 

しかまの部分に、糸くずが巻きこまれてし)る。 

2. 送り跑に、ごみがたまっている。 

31ぺージ参照 
31ぺージ参照 
y 
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修理サービスのご案内 

参お買い上げの際、嚴売店でおミ度しずる保証書は内容をお確かめの上、大切に保存してくださし、。 

参無料修理保証期間内（お買い上げ日より1が間でず）およびそれ以降の修理につきましても、お質い上げ 
の販売店が承りまずのでお申し付けくださし、。 

修理用部品の保有期圍 

参当社は動力伝達部品、およひ製機能部品を原則として製造巧ち切り後8年間を基準として保有し、必要 
に応じて販売店に供給できる体制を整えています。 

無料修理保証期間絕過後の修理サービス 

参使用説明書じ従って、正しいご使巧とおま人れがなされていれば、無料修理保証期間を経過したあとでも、 
修理用部品の保有期間巧はお買い上げの販売店が有料で修理サービスをします。- 
ただし、巧のような場合は修理できないときがあります。 

1) 保存上の不備または誤使用により不調、故障または損傷したとき。 

2) 浸水、冠水、义が等、巧が、地変により不調、巧障または損傷したとき。 

3) お買い上げ後の移動または輸送じよって不調、巧障または損傷したとき。 

4) ぉ賈ぃ上げ店または当社の指定した販売店 W タトで修理、分解、改造をしたために不調、柳きまたは損 


傷したとき。 

目）職業用尊過度なご使巧により不調、故障または損傷したとき。 

参長期間にわたつてご使用された場合の精度の劣化は、修理によつても元通りにならないことがあります。 
参有料修理サーピスの場合の費苗は必要部品代、交通費、およびお賣い上げ巧が別に定める技術料の合計に 
なります。 


お客様の相談窓口 

修理サービスについてのお問い合わせやご不審のある場合は 
下記にお申しつけください。 

蛇の目ミシンエ業株式会社 
〒 104-8311 ま京都中央区京橋 3-1-1 
TE し0120 -277039 (フリーダイヤル） 

/受付月曜日〜金曜日、 

9時〜に時) 

V 13時〜17時ノ 


仕 様 

使话電圧 

100 V 50/60 HZ 

消費電力 

55 W / ランプ 12 W 

外形寸法 

幅41 cmX 奧巧1 6.5 cmX 高さ 26.5 cm 

重 量 

7.2 kg (本体） 

使巧針 

家庭巧 HA X 1 

縫速度 

毎分700針 


化様およびか観は改良のため 
そ告なく変更ずることがあり 
まずのでご了承ください。 




本社移転のお知らせ 

平素は弊社製品のご愛顧を賜わり厚く御礼申し上げます。 

さて、この度、弊社は下記に本社を移転することとなりましたので 
お知らせ申し上げます。 

令後とも_層のご支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 


記 


® 移転先 

住所 〒 1 93-0941 東京都ノ V 王子市狭間町] 463 番地 

電話お客様相談室か 2 日— 026 — 5 己 7 ロリーダイがレ). 

042 - 661 - 2600 

受付 平日9: 00 .〜12: 0013: 00〜17: 00 
(± •曰•祝日.年末年始を除く） 

ホ _ムぺ—ジ. http :// www . janome . co.jp 

メールでのお問い合わせ custome 階甚 m.janome.co.jp . 

® 移転日 

2009 年 7 月 6 日 

※旧住巧〒 104-831 1 東京都中央区京橋 3 了目 1 番 1 号 
旧電話お客様相談室 Cn 20 — Q 26 — 5 已 7 (フリーダイヤル）変更なし 
03 — 3277 — 2200 

嘘の目ミシンエ業株式会社: 

101013002 


502-800-205 



